
事業所名：グループホームふくうら

２　目標達成計画 作成日：　平成　２５年　１月　３１日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
外部評価において指摘事項は無く、現状維持
に努める。

「笑顔とやさいい言葉で接し、清潔で明るい環
境の中で、自由な生活が出来るように支援し
ます。と掲げている理念に添ったグループ
ホームであるように努めます。

現在行っている、行事やクラブ活動、希望時
に添った外出など利用者様が楽しんで生活
出来ることを継続していきます。職員は、各研
修に参加し、より安全で安心して生活できるよ
うに努力します。

１２か月

2
グループホーム独自のマニュアルは出来てい
るが、もっと簡単でわかりやすいものにした
い。

ステップアップに向けて、各マニュアルをより
分かりやすく整備し、職員全員が把握し、活
用できるようにします。

マニュアル部会による、マニュアルの見直しを
３ヶ月に１マニュアルを予定とし、毎月の職員
会議の時に、他の職員と意見交換を行い、マ
ニュアルが完成した時は、そのマニュアルを
職員が活用できるように研修を行います。

１２か月

3 か月

4 か月

5 か月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。
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